
対 象 者
受  講  日
会　　場
申込期間

県内の機械関連企業で働く開発および設計の技術者
2026年  6月18日(木)・6月25日(木)
NICOテクノプラザ
2026年  4月  3日(金) から 2026年  4月24日(金)まで

日　時 会　場時間数

カリキュラム

専門Ⅰ＜開発設計＞コースの中から材料に関する講座を受講できます。
設計部門の技術者向けに、開発設計において必要となる材料に関する知識の習得を目指します。
専門Ⅰ＜開発設計＞コースの中から材料に関する講座を受講できます。
設計部門の技術者向けに、開発設計において必要となる材料に関する知識の習得を目指します。

2日(10時間)10名 20,000 円
テキスト代、消費税含む定　　員

¥
受  講  料受講日数

講 義 名／講 師 名

NICO
テクノプラザ

修了証書配布

非鉄金属材料 －各材料の特徴と材料選択－

長岡技術科学大学　研究戦略本部　上席URA
平賀　仁［講師］

鋼の表面改質 －現場から－

長岡ヒートテック株式会社　代表取締役副社長
細貝　和史［講師］

※各講座の概要については、専門Ⅰ＜開発設計＞コース（10・11ページ）を参照

6月25日(木)
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鉄鋼材料の基礎

長岡技術科学大学　技学研究院　機械系　准教授
本間　智之［講師］

材料トラブル事例から学ぶ対処方法

新潟県工業技術総合研究所　職員［講師］
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アルミニウム合金、チタン合金、マグネシウム合金などの軽金属材料や銅などの特性や用途事例を理解し、
機械設計に活かすための選択方法を考えます。

非鉄金属材料 －各材料の特徴と材料選択－

長岡技術科学大学　技学研究院　機械系　准教授　本間　智之
工業材料の基本となる鉄鋼材料の状態図の読み方から組織と加工プロセスに関連する熱処理法を学習し
ます。日本刀に利用されるマルテンサイト変態も扱います。

鉄鋼材料の製品化を念頭に、最も重要な状態図の見方を最初に習得します。状態図を基礎として熱処理および
鉄鋼材料に含まれる合金元素の関係を学びます｡金属材料を変形させてその形状を変える必要がある場合、原子
一つ一つが変形中にどのように動いて最終的にどのように金属の形が変わるのかを理解する必要があります。
この原理の本質を理解することで鍛造や圧延などの塑性加工プロセスの基礎を学習します。
鋼には日本刀をはじめマルテンサイト変態が利用されています。マルテンサイト変態は鋼中の炭素が重要な役
割を演じることから、どのようにしてマルテンサイト変態が生じ、それがどのように機械的性質に影響を及ぼ
すかも学びます。最後にステンレス鋼の基礎について概略を紹介します。

１．鉄鋼材料の状態図
２．金属の変形(塑性変形)
３．鋼の熱処理
４．合金元素の効果
５．マルテンサイト変態
６．ステンレス鋼の基礎

長岡技術科学大学　研究戦略本部　上席ＵＲＡ　平賀　仁

本講義では、鉄鋼材料とともに機器の構造材として使用されている各種非鉄金属材料(アルミニウム合金、チタ
ン合金、マグネシウム合金)、熱伝導･電気伝導性が要求される用途などに使用されている銅･銅合金、そして耐
食性、耐熱性が要求される用途に使用されるニッケル合金に焦点をあて、それら金属の各種特性とともに選択
事例や今後の展望などを説明します。

１．非鉄金属材料とは　
２．各種非鉄金属材料の特徴
　　・軽金属材料
　　　　アルミニウム合金の特徴や表面処理事例
　　　　チタン合金の特徴や表面処理事例
　　　　マグネシウム合金の特徴や表面処理事例
　　・各種銅合金の特徴
　　・ニッケル合金の特徴
３．材料選択のケーススタディ

鉄鋼材料の基礎

計測および制御は設計･製造にとって品質を確保する上で重要です。設計技術者に計測と制御のこれだけは
知って欲しい事項について理解を深めます。

機械設計のための計測制御／中越技術支援センター 見学

長岡技術科学大学　技学研究院　機械系　教授　磯部　浩已
製造装置などに用いられる各種電磁･固体アクチュエータの特徴や動作原理を学び、計測およびアクチュエータを
組み合わせた制御システムの設計に役立てます。

サーボ制御システムにおいて不可欠なアクチュエータおよびそれを活用するための周辺要素について講義しま
す。主に、機械装置で利用される各種電動モータについて、原理、構造、特性および周辺装置について説明し
ます。また、計測、アクチュエータを組み込んだフィードバック制御システムについて、１次元移動ステージ
を例に挙げて、その特徴を学習します。さらに、固体アクチュエータである圧電素子を用いた精密機構や応用
装置の事例について紹介します。

１．アクチュエータの種類と原理
２．アクチュエータのためのセンサ
３．アクチュエータのための機械要素
４．フィードバック制御システムの設計
５．制御システムの実例(１次元移動ステージ)
６．圧電素子を用いた応用装置

長岡技術科学大学　技学研究院　機械系　教授　明田川　正人

機械設計者に必要な計測の基礎(メートルの定義･アッベの原理など)と制御の基礎(フィードバック制御)につい
て講義します。

１．長さ1メートルの定義
２．測定の基本的手法(直接測定･間接測定　偏位法･零位法)
３．アッベの原理(ノギスとマイクロメータの差異)
４．計測機の実例とその管理(長さ測定機･角度測定機･温度計その他)
５．周波数応答
６．フィードバック制御の基礎
７．新潟県工業技術総合研究所　中越技術支援センターの計測機器見学
　　※ 講義中に1時間程度 見学します

機械設計のためのアクチュエータ

あ け た が わ
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切削加工の基礎を学び、それらに用いられる工具の特長と使い方の理解を深めることで加工技術の幅を
広げます。

切削加工の基礎と切削工具の特長・使い方

長岡技術科学大学　技学研究院　機械系　教授　太田　浩之
｢転がり軸受｣は、回転機械を支える重要な機械要素です。最近の技術動向を交えながら転がり軸受の種
類、用途、精度、寿命計算の方法および転がり軸受を使用した機械の設計方法などの理解を深めます。

近年、高精度化、静粛化、ロングライフ化が進んでいる｢転がり軸受｣の現状を概観するとともに、転がり軸受
を用いた機械の設計方法を習得します。
｢転がり軸受｣は、安価で使いやすく便利であるため、広く用いられています。近年、より高精度、静粛、更に
はロングライフ化された高度な転がり軸受が種々開発されています。
本講義では、以下のポイントに絞り｢転がり軸受｣の概略および転がり軸受を使用した機械の設計方法について
解説します。
　
１．｢転がり軸受｣の用途
２．｢転がり軸受｣の生産量と製造プロセス
３．｢転がり軸受｣に関する最新技術
　　(１)セラミック軸受、DLC軸受　(２)ポリマー潤滑剤を封入した転がり軸受･転がり案内
４．｢転がり軸受｣を使用した機械の設計

ユニオンツール株式会社　見附工場長兼ＥＭ技術部長　渡邉　英人

切削加工は、切りくずを出さない加工法に比べ、比較的高い工作精度が得られることから形状加工の手法の一
つとして多用されています。その切削加工の基礎から、工具の特長と使い方、実際の加工におけるポイントな
どを解説します。また、工具の具体的な事例としてエンドミルとドリルの加工について、特に小径工具の加工
事例の紹介を交えて解説します。

１．エンドミルを用いた切削加工
２．工具材料の基礎
３．切削作用と切削時の現象
４．実際の加工におけるポイント
５．コーティング膜の種類と特長
６．穴あけ加工材料を知ることで、腐食や破損などのトラブル防止につながることを理解します。

新潟県工業技術総合研究所　職員

よくある金属材料のトラブルを紹介しながら、原因究明に必要な知識、試験機器、着目点などについて解説し
ます。さらに、実際のトラブル事例を使って、実務的な視点で考察します。

１．よく持ち込まれるトラブル
２．電子顕微鏡による破断面の見方
３．鉄鋼材料の金属組織の見方

転がり軸受の設計

材料トラブル事例から学ぶ対処方法

長岡ヒートテック株式会社　代表取締役副社長　細貝　和史
開発設計に役立つ熱処理を現場で経験したことから学びます。

金属熱処理や表面改質は専業化されており、その設備や作業に接する機会が少ないため、新しい情報やさらに
有利な使い方があるにも関わらず旧来の技術で設計されていることが多く見受けられます。
弊社の熱処理技術の紹介をしながら、教科書に載っていない情報を届けたいと思います。

１．表面改質の種類 　２．長岡電子の熱処理と情報　３．硬さの話

鋼の表面改質 －現場から－
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長岡工業高等専門学校　機械工学科　准教授　金子　健正
モノづくりにおける各種加工方法のうち、レーザ加工と放電加工について解説し、特殊加工に関する知識を
深めます。

レーザ加工は、レーザ光を集束して得られる高エネルギ密度を利用して、切断･穴あけ･溶接･焼入れなどを行う
加工方法です。
放電加工は、工具電極と工作物との間で繰り返されるアーク放電によって工作物表面を除去する加工方法であ
り、金型や精密部品加工に用いられています。
いずれも加工現象を観察することが困難で、加工原理の理解が難しい加工方法です。
本講義では、これらのレーザ加工と放電加工について、その原理と特徴を説明し、適用例を紹介します。

－レーザ加工－  　　　　　　　  －放電加工－
１．レーザ発振の原理  　　　　　１．放電加工の原理と特徴
２．レーザ光の特徴と種類 　 　　２．放電加工装置について
３．レーザ加工の原理と特徴  　　３．放電加工特性について
４．レーザ加工の例  　　　　　　４．放電加工の実演

特殊加工 －レーザ加工と放電加工－４．原因究明に使用する試験機器
５．実際のトラブル事例から学ぶ
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